
図-1 試験体諸元 

（ｱﾝﾎﾞﾝﾄﾞ長 900mmの場合を例示）

RC 部材の曲げ耐力低下に及ぼす付着損失長の影響 
 

岡山大学 ﾌｪﾛｰ会員 ○村山八洲雄 
京都大学 金 相昊 

岡山大学 正会員 西村伸一 
 

１．まえがき 

 鉄筋が腐食するとコンクリートとの間の

付着力も低下することが知られている。し

かし，付着力の低下が曲げ耐力に及ぼす影

響の程度については必ずしも明確ではない。

そこで，引張り鉄筋の付着損失長を変化さ

せ，これが曲げ耐力に及ぼす影響を調べた。 
２．実 験                 

 試験体諸元を図ｰ１に示す。 

 試験体の寸法は幅 115mm，高さ 120mm，長

さ 1800 mm である。引張り鉄筋比 1.2%，と

2.5%のそれぞれの場合について，引張り鉄筋の付着損失を想定したアンボンド長を変化させ，その長さを

600mm，900mm，1200mm の３種類とした。これらのアンボンド長はスパン長に対してそれぞれ 0.45，0.68，0.91，

部材断面有効高さに対して６，９，12 となっている。比較用に製作した付着の健全な試験体を含め合計８体

の試験体を用いた。引張り鉄筋には D10 鉄筋（降伏点 363N/mm2）を使用した。 

 鉄筋のアンボンド化は，鉄筋にグリスを塗布したのち OHP フィルムで包み，更にその上をビニルテープで

被覆することにより行った。引張り鉄筋には図ｰ１に示す位置に１カ所あたり相対する縦リブ位置に２枚のひ

ずみゲージを貼り付けた。 

曲げ破壊の実験を意図したので，部材のせん断破壊，引張り鉄筋の定着破壊および支点付近の部材上縁側

での引張り破壊を抑制した。すなわちせん断スパン部を D４鉄筋（降伏点 347N/mm2）のスターラップでせん

断補強し，また引張り鉄筋の十分な定着長を確保するとともに支点付近の部材上縁側には引張り鉄筋と同数

の D６鉄筋（降棚なし，引張り強さ 540 N/mm2）を配置した。  

  

表－１ 試験体の種類   

Ｎｏ． (%)ρ  dlu /  )/( 2mmNfc′  cy ff ′/ρ  )(kNPy
 )(kNPult

 破壊モード 

Ｂ12 0 30.6 0.15 17.1 18.9 鉄筋降伏先行曲げ破壊 

U12-6d 6 34.5 0.13 17.3 18.4 鉄筋降伏先行曲げ破壊 

U12-9d 9 34.3 0.13 15.8 17.4 鉄筋降伏先行曲げ破壊 

U12-12d 

1.2 

12 32.3 0.14 16.4 17.3 鉄筋降伏先行曲げ破壊 

Ｂ25 0 34.8 0.26 32.9 34.7 鉄筋降伏先行曲げ破壊 

U25-6d 6 35.5 0.25 31.7 33.7 鉄筋降伏先行曲げ破壊 

U25-9d 9 35.0 0.26 30.9 33.5 鉄筋降伏先行曲げ破壊 

U25-12d 

2.5 

12 35.0 0.26 30.4 33.1 鉄筋降伏先行曲げ破壊 

ここに，ρ は鉄筋比， dlu / はｱﾝﾎﾞﾝﾄﾞ長・有効高さ比， cf ′はｺﾝｸﾘｰﾄ強度，
cy ff ′/ρ は鋼材係数，

yP は降伏荷重，
ultP は

最大荷重である。 

キーワード：鉄筋コンクリート，曲げ耐力，アンボンド，付着損失，岡山大学大学院環境学研究科 岡山市津島中３丁目１番１号
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  コンクリートには最大骨材寸法 10mm のいわゆる

マイクロコンクリートを使用した。試験体はコンク

リート打設後湿布養生して材齢７日で脱型したのち

ビニルシートでラップし，材齢 28 日からはラップを

除去して室内現場気乾養生した。圧縮試験用のテス

トピースの養生も試験体と同様とした。加力は，２

点載荷の変位制御方式により行った。 

３．実験結果 
 表-１に，降伏荷重，最大荷重および破壊モードを

併記した。降伏荷重は，鉄筋の同一箇所のひずみゲ

ージ２枚の平均値から判断した値である。アンボン

ド試験体でも，付着の健全な試験体と同様に，全て

鉄筋降伏先行の曲げ破壊モードとなった。ただし，

梁の一様曲げ区間のひずみゲージ（S1)はひずみ量が

2000～2100×10－6で降伏を示したが，試験体によっ

ては，せん断スパン内のゲージ（S2)はひずみが約

2000×10－6 まで増加したものの必ずしも降伏しな

いものもあった。  

 荷重ｰ変位関係では，部材降伏までの剛性は，アン

ボンド長が大きいほど小さくなった。鉄筋比が 1.2%

の場合，アンボンド試験体では健全試験体に比べて

コンクリートの圧壊にともない軟化が相対的に早期

に生じたが，鉄筋比 2.5%の場合は，健全試験体との

相違は明確ではなかった。また，アンボンド試験体

では健全試験体に比べてひびわれが集中する傾向に

あり，鉄筋比の小さい 1.2%の方で顕著であった。 

 アンボンド試験体の曲げ耐力は，いずれの鉄筋比

の場合もアンボンド長が長くなるにしたがい減少す

る傾向を示した（図ｰ３）。しかし，その減少量はい

ずれも 10％以下であった。 

４．結 論 

 鉄筋比 1.2%，2.5%で，アンボンド長をスパン長に

対してそれぞれ 0.45，0.68，0.91（それぞれ部材断

面有効高さの６，９，12 倍）に変化させて曲げ加力

実験を行った。その結果，アンボンド長が大きいほ

ど曲げ耐力は減少した。しかし，健全な試験体の 90%

を下回ることはなかった。 
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図-２ 荷重-変位関係 

図-３ 健全試験体に対する曲げ耐

力

図-４ ひびわれ図 
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